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6 調査結果 

問１）ご自宅は浸水しましたか。 

自宅の浸水状況については、「床上浸水した」住民が約 44％、「床下浸水した」住民が約 24％で
あった。これらの結果から、「自宅が浸水した」住民の占める割合は約 68％となり（「床上浸水」
と「床下浸水」の合計）、全体の約 7割を占めていた。 

問２）救助を求めましたか？ 

「救助を求めた」住民は約 11％、「求めなかった」住民は約 89％であった。 
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問３）救助を求めた方にお聞きします。なぜ救助を求めましたか？（複数回答可） 

救助を要請した理由として、「身の危険を感じたから」が約 62％、「自宅では生活できないと
思ったから」が約 29％であった。「その他（17．2％）」と回答した人の内容は、「救助のヘリや
ボートが来たから」が 7人で、最も多かった。 

問４）避難しましたか？ 

災害発生時、「自宅にいた」住民が約 96％であった。 

「災害時自宅にいた」住民の避難状況については、「避難所等へは避難せず自宅にいた」が約 42％
で最も多く、次いで、「避難所ではないが自宅以外の安全な場所へ避難した」が約 30％、「避難所
へ避難した」が約 29％であった。これらの結果から、「災害時自宅にいた」住民のうち約 60％の
人が自宅以外の場所へ避難したことがわかった。
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「災害時外出していた」住民の避難状況については、「自宅に戻ってから避難した」が約

29％、「外出先から避難所ではないが自宅以外の安全な場所へ避難した」が約 26％、自宅に帰っ
た」が約 24％で、3つの回答がほぼ同じ割合だった。  

問５）避難した方にお聞きします。なぜ避難を決めましたか？（複数回答可） 

  避難を決めた理由については、「身の危険を感じた」が約 52％と最も多く、次いで「避難勧告等
を聞いたから」が約 16％、「自宅では生活でできないと思ったから」及び「その他」が約 14％で
あった。
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問６）避難したきっかけは何でしたか？（複数回答可） 

避難したきっかけについては、「避難勧告・避難指示を聞いたから」が約 34％で最も多く、次
いで、「家族、近所の人、市の職員等に避難を勧められたから」が約 32％であった。これらの結
果から、避難のきっかけとなったのは自発的な判断よりも他者からの勧めや誘導によって避難し

た人が多いことがわかる。
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問 7）避難所等へは避難せず自宅にいた方にお聞きします。そのまま自宅にいた理由は何 

ですか？（複数回答可） 

避難せずに自宅にいた理由については、「自宅が浸水する心配はないと思った」が約 47％で最
も多く、次いで「浸水しても２階に避難すれば良いと思った」が約 19％、「生命の危険性は感じな
かった」が約 15％という結果であった。 
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問８）今回の災害時に聞いていた情報をすべて教えてください？（複数回答可、用語自体 

がわからないものは×） 

聞いていた災害情報については、「大雨・洪水警報」が約 58％と最も多く、次いで、「避難指示」
が約 52％、「避難勧告」が約 45％であった。 
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用語自体がわからないものについては、「特別警報」が約 80％と突出して多かった。次いで
「避難準備情報」が約 25％、「避難勧告」が約 23％であった。 
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